
亘理町地域おこし協力隊 
RIKIYA(若松 利貴也)  

令和5年度 
地域おこし協力隊活動報告



名前 : RIKIYA (若松 利貴也) 
生年月日 : 1998.10.15 

愛知県名古屋市出身 
 
20歳頃から音楽業界で仕事を始める 
 
現在、裏方業では、プロデュース業、作詞作曲編
曲、ディレクター、レコーディングエンジニア、
ミックスエンジニアなど、音楽制作に関わる全て
の工程を自分一人で制作することができ、 
様々なアーティストに楽曲提供や、レコーディン
グ、ディレクション、Mixなども行う。 
 
表方業ではDJをしており、クラブを起点に、 
現在はライブサポートを主に行なっている。

自己紹介



活動の目的
亘理町地域おこし協力隊として、亘理町を拠点に音楽
活動を行い、町外や全国へ亘理町の情報や魅力を発
信していくこと。 

音楽は世界共通で身近にあるものなので、音楽を通じ
て、町内の様々な世代の人たちと交流することが出来
る。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
音楽を生かし、イベントを企画、開催することで亘理
町を盛り上げ、地域の活性化に繋げる。

亘理町の知名度を向上させる。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

将来を担う亘理町の子供たちや亘理高校生と交流を
深め、音楽の楽しさを伝えることで、現在だけでなく
未来の亘理町も築き、移住・定住の促進に繋げる。

主な活動
①楽曲制作


②亘理高校(OBも含む)との交流 

③亘理高校(OBも含む)　とのコラボライブ 

④海水浴に合わせた音楽イベント 

⑤地域の祭り等に参加 

⑥亘理町の広報 

⑦子供たちと交流



①楽曲制作
作詞、作曲、アレンジ、レコーディング、トラッキング、ミックス、マスタリング、リハーモナイド、
リスニング、リミックス、MV制作・情報発信の場となるライブやイベントで使うための楽曲制作。日々
の亘理町での生活や町民の皆さんとのふれあいの中で見える景色や感じたことを楽曲に生かし、制作
秘話としてそれをステージやインタビュー、講義で話すことで亘理町の情報発信に繋げる。そのため
にも多くの人に知ってもらえる曲の制作を目指し、地域活性化に励む。 
イベントのものも合わせて、曲は10曲程度を目標。



楽曲No. 曲名など 使用イベント（あれば） 進行状況
楽曲No.1 オモカゲ 完了

楽曲No.2.3.4.5.6.7.8.9.10 Remix・プレイリスト制作 WATARI DJ LIVE 2023 完了

楽曲No.11 リアレンジ 東北未来芸術花火 完了

楽曲No.12 My Way Liveアレンジ 東北未来芸術花火 完了

楽曲No.13 花火 Liveアレンジ 東北未来芸術花火 完了

楽曲No.14 オモカゲ Liveアレンジ 東北未来芸術花火 完了

楽曲No.15.16 ライブ用音源制作 東北未来芸術花火 完了

楽曲No.17.18.19.20 イベント用音源制作・プレイリスト制作 PTA行事 完了

楽曲No.21 はらこ飯ソング 進行中

楽曲No.22,23 防災無線用音源制作（提案） 進行中

• 未完成のものもありますが、イベント用も含んだ合計23曲の制作に取り掛かりました。 
制作した曲やプレイリストをライブイベントなどでも披露しました。



↓制作風景や制作中の画面など↓ 



②亘理高校との交流
四半期に一度程度で、亘理高校軽音部への訪問を行う。学生の音楽活動と自分たちの活動をお
互い共有したり、助け合ったりすることで学生と一緒に亘理町を音楽で盛り上げていきたい。

③亘理高校とのコラボライブ
コラボレーション　亘理高校軽音部（OBも含む）とコラボライブを企画し、成功させる。コロナも
あり、学校外でのライブの機会がないことを受け、そのお手伝いを行う。一つの大きなライブを成
功させることで音楽の楽しさをより知ってもらい、音楽を続けたい、イベントに出たいと思っても
らうことで亘理町の音楽シーンの活性化に繋げる。また、次年度以降も継続できるよう考慮する。　　



• コラボライブの企画、練習が本格的に始まった下半期を中心に複数回、
部活動を訪問し、2024年2月に、2回目となる「WATARI BAND 
FES」として、昨年同様、仙台市内のライブハウスでコラボライブを開
催した。参加した学生は慣れない郊外ライブながらも、「楽しかった」
「来年以降も続けていきたい」など嬉しいお言葉をいただきました。 
昨年卒業したOBの学生も何名か、当日のライブに足を運んでいただ
き、音楽、バンドを全員続けてくれていて、嬉しく思います。 

• 学生無料のイベントでしたが 
一般 : 21名、学生 : 10名、合計31名を動員



↓ライブやリハーサル、セットリストなど↓



④海水浴に合わせた音楽イベント
スケボーパークも絡めながら、夏の海水浴に合わせた音楽イベントを企画、運営をする。「音
楽がある海水浴場」を作り、若者を中心に県内の数ある海水浴場の中で亘理町を選んで来ても
らうことで、亘理町沿岸部の活性化に繋げる。また、これらのイベントは次年度以降も継続で
きるよう考慮する。　



• スケボーパークと絡めることはできませんでしたが、「WATARI DJ 
LIVE 2023」として荒浜海水浴場で、二日間「音楽がある海水浴
場」を実現することができました。 
※三日間の開催予定でしたが、1日は雨天のため中止。 

• DJブースに近づいて来てくれたり、手を振っていただいたりと大人か
ら子供まで楽しんでいただくことができました。 
「音楽があると楽しい」 「来年もやってほしい」など、一部の方か
らあたたかいお言葉もいただきました。 

• 今回の経験を踏まえ、毎年の開催を目標にしていきたいです。



↓WATARI DJ LIVE 2023 当日やリハーサル時↓



⑤地域の祭り、イベント等に参加
亘理町のお祭りやイベントに参加し、可能な限りMC補助やライブパフォーマンスを行う。(DJ
等)また、自分でも亘理町のイベント等は常にリサーチし、参加出来ないかお願いしていく。
町民の皆さんに歌声を届け、亘理町在住ミュージシャンとして認識してもらうことで亘理町の
活性化に繋げる。　



• 2023.8/15 わたりふるさと夏まつり（鳥の海公園） 
• 2023.9/30 東北未来芸術花火（鳥の海公園） 
• 2023.11/8 PTA行事（亘理中学校） 
• 2023.11/12 マラソン大会（鳥の海公園） 
• 2024.3/10 伊達なわたりまるごとフェア（役場前駐車場）



↓わたりふるさと夏まつり 山車引き参加↓



↓東北未来芸術花火　練習、リハーサル風景↓



↓東北未来芸術花火　本番↓



↓PTA行事↓ 



↓マラソン大会 MC↓



↓伊達なわたりまるごとフェア↓



⑥亘理町の広報
各種学校等へ講師として講義を行う際には亘理町の魅力を紹介。ライブ、イベン
トなどで亘理町の情報や魅力を伝えていき、SNSなども使い、情報発信に繋げ
る。広報わたりの取材にも精力的に参加する。目標回数は15回以上。



•ライブイベント等、合計６回 
•取材等、合計3回 
•講義等で亘理町の魅力など紹介、発信、合計9回 

以上、合計18回



↓講師活動で亘理町をご紹介↓



↓ライブなどでも亘理町の魅力を紹介↓ 
（写真は同じ協力隊の畠山有希ワンマンライブ時） 

MCや曲で亘理町の魅力を紹介



⑦子供達と交流
一緒に歌って踊る、リズムゲーム、音楽に関するゲームなどのコンテンツを盛り込んだ
子供向けのイベントを四半期に一度程度で開催する。また、9/30に開催される東北未来
芸術花火のステージに向けて歌を練習、指導を手伝い、披露する。そのような活動を通
し子供達に音楽の楽しさを伝えていくことで亘理町の活性化に繋げる。



• 四半期に一度程度の開催を予定していた子供向けのイベントにつ
いては実施できず、次年度への課題が残りました。 
前ページでもご紹介した、9/30に開催された東北未来芸術花火
では、ステージ企画「東北未来芸術花火のステージで一緒に歌
おう！！」として、亘理町内の小学校に通う小学生を対象に参
加者を募り、２０名の小学生と3回の練習を経て、歌って踊るス
テージの披露が実現しました。 

•イベント終了後に実施したアンケートでは、「また来年も参加
したい」の回答が１００％と、小学生や保護者の皆様とともに
楽しい思い出を作っていただくことができました。



今後の活動予定
• 楽曲のクオリティやイベントなどで、より高品質な作品やパフォーマンスができるよう、制作面も引
き続きしっかりと取り組んでいく。  

• 現在進行中のはらこ飯ソングを完成させ、ライブ活動や配信を目指し2024年のはらこ飯シーズンを盛
り上げる。 

• 亘理荒浜海水浴場でのDJや亘理高校コラボライブ、東北未来芸術花火のステージ企画は、今年度も企
画し、更には毎年開催できるよう、恒例イベントにしていきたい。 

• 防災無線の音楽を制作し、今後、亘理町のミュージシャンとして亘理町民に馴染みやすい音楽を提案
していく。 

• 亘理町の子供たちとの交流として、音楽の楽しさや夢を与えられる場所、機会を創出する。 

• 昨年度以上に、地域のイベント行事などには積極的に参加していく。 

• 講義や取材、ライブの場を借りて亘理町の魅力を今年度もたくさん紹介する！


